
【7・8月の活動記録：7月4日わらマンモス、8日山
の基地、11日山の基地（雨天のため場所変更）、18
日山の基地、22日たこやき島、8月1日山の基地】

●活動を見つめるコラム
「暑さに負けず子どもがやりたいことを見守る」
　今年の夏も暑かったですね～。たくさん水遊びも
しました。そんな中で、僕の印象に残っているの
は、炎天下の中でレジャーシートを使って始まった
お家づくりでした。
　決して涼しくはない、この遊び。というか、シー
トをうまく巻き付けて完成が近づくと、だんだんお
家の中は暑くなるんじゃないでしょうか　 。川で遊
べばいいのに…と思ったりもしましたが、遊んでい
る子どもたちはすごく生き生きしていました。
　そもそも「遊び」とは、自発的な（自分がやりた
いからやる）ものであり、自己満足のためにやるも
のだと言われます。大人がこんなことやってみる？
と遊びの提案をすることもありますが、子どもたち
自身がやりたい遊びをやる機会を奪わないように、
残暑が厳しい９月もがんばって過ごしていきたいと
思います。（ゆ）

▲わらマンモスのまわりの田んぼには、ナマズのこどもや
　水生昆虫などたくさんの生きものがいました   　。 【7・8月の活動記録：7月2日、10日、17日日常管

理 、 28 日 開 放 日 （ 7/15 開 放 中 止 ） 、 8 月 8 日 、 15
日、23日日常管理、11日、25日開放日】

●7、8月の開放日もたくさ
んの人でにぎわいました。
沢沿いや林の中は、気化熱
や植物の蒸散機能のおかげ
で夏でもひんやりとしてい
て、わりと快適にすごせま
す 　 。

●8月25日の開放日にスイ
カの差し入れをいただきま
した。みんなでスイカ割り
をして、夏休みの楽しい思
い出ができました。

vol.26（2024.長月）

▲7/4森のようちえん＠わらマンモス

●高川環境教室（7/27）
 毎年恒例、城川の高川婦人
会主催のビオトープ観察会
＆環境学習会の講師対応で
した。



●横吹渓谷川遊びイベント（8/10）
　宇和島市津島の横吹渓谷で
開かれた川遊びイベント（主
催：南予TAC）に、川遊びの
講師として参加してきました。
飛び込み　ができる場所など
もあって、迫力ある川遊びを
体験できました。

●自然の石を使った火おこし体験（8/12、14）
　四国西予ジオミュージアム
で、河原で拾った石を使った
火おこし体験のイベントを開
催しました。お盆にあわせて
帰省し、ジオミュージアムを
訪れた方が気軽に参加できる
体験プログラムがあるといい
なと思って企画したものです。
　固形燃料に着火し、西予市
産のウインナーを焼いて食べ
てもらうという趣向も好評
だったので、このプログラム
はまた別の機会にも実施して
いきたいと思います  　。

●カワノリの現地調査に同行（8/24）
　愛媛県総合科学博物館の学
芸員さんが、野村町の惣川に
カワノリ（川に生える海苔の
なかま）の調査に来られると
いうことで、調査に同行させ
ていただきました。カワノリ
の分布は県内では局所的で、
絶滅の恐れがある種に指定さ
れています。今後も折を見て
生育状況をチェックしていこ
うと思います　　。

●『だいちのめ』取材
　今年も、四国西予ジオパー
クのフリーマガジン『だいち
のめ』の制作を請け負ってい
ます。次号の特集は、食文化
がテーマ。ご期待ください！
　
　

愛媛県西予市宇和町稲生237-1
　　noyama.company@gmail.com

＜発行＞

● 少 し 前 に 、 高 知 県 立 美 術 館 で 開 催 中 （ 9/14 ま
で）の「Color Lab 色の実験室」に行ってきまし
た！自然物を使って絵を描きたいなあとずーっと
学べる機会を探していたので、ぴったりな企画！　　
　会場には、トマト、蚕の糞、魚のうろこ、ムラ
サキウニなど高知のいろいろな自然物と、その自
然物から作り出されたいろんな色の粉が展示され
ていました。この粉が日本画に使われる顔料で、
それと画面につける接着剤（ニカワ）を混ぜ合わ
せて、日本画が描かれてきたことをはじめて知り
ました。石を観察して石の絵を描き、その石から
作った絵具が塗られた中学生の作品も展示されて
いて、すごくよかったです。ファシリテーターを
されていた学芸
員の方に、石か
ら絵具を作る方
法を聞いたので、
実際にやってみ
たいと思ってい
ます。
●夏休みに、約20年ぶりに奄美大島へ行ってきま
した。珊瑚の海でシュノーケリングをしたり、川
でテナガエビを採ったり、マングローブ林の干潟
でシオマネキを追いかけたり、ウミガメやアマミ
ノクロウサギを探したり。ずーっと自然の中で遊
んでいました。自然にはいろ
んな種類があること。そして
私たちが暮らす西予市の自然
と同じところ、違うところは
どこだろう。子どもたちには、
そんな視点を持ってこれから
も自然を観察してもらえると
いいなあと思っています。

活動の中で出会った生きものたちを紹介します。

ヤマトヌマエビ
西日本の川の上流（渓流）
～中流域にすむ。しっぽの
青い斑点がチャームポイン
ト。（8/10横吹渓谷）


